
　

1.　はじめに
　バンデューラ20）21)は、人間がある行動を起こす
ための重要な先行要因として、二つの心理的条件

を想定した。一つは、効力予期と呼ばれている。

その行動をどのくらいうまく実行できると考えら

れているかという自信である。もう一つは、態度

のようにある行動に対する一般的な考え方ではな

く、自分がある行動をおこしたことでどの様な結

果が生じると予想しているかであり結果予期と名
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付けた。彼は、効力予期と結果予期のどちらが低くて

も行動は生起しにくく、両者が高いほど行動が起こり

やすいと考えた。このような彼の理論は自己効力の理

論と呼ばれ、かなりの研究によってその有効性が支持

されている。

　自己効力理論によれば、運動・スポーツをしないの

は効力予期と結果予期が低いからであると推察され

る。言い換えれば運動・スポーツを実施しないのは、

運動継続する自信がなく、楽しい思いができる等のよ

い結果が期待できないと思っているからだと推察でき

る。

　このように運動・スポーツ実施を左右する心理的要

因に効力予期と結果予期があると考えられる。

　そこで本研究では、本学短期大学部静岡校舎学生
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�　　　　　　　　　　　　　　　　　����Abstract
  The purpose of this study is to investigate the participation in sports or physical activities by junior college

students, and examine “sport competence for building effective expectancy” and “outcome expectancy for sports

or physical activities.”  The findings are as follows:

1) About sixty percent of the students participated in sports or physical activities on a regular basis.  Among those

who did not take part in sports, seventy percent wished to play sports, but they virtually do no sports. On the other

hand, thirty percent of them simply do not like sports.

2) Self-efficacy and outcome expectancy of the students who did not participate in sports were lower than that of

the students who participated in sports.  It was found that sports competence was significantly low and this result

showed that the students who did not participate in sports tended to think they could not expect good outcome even

though they did sports.
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学科 対象者 回収数 回収率（％）児童教育学科 263 247 93.9人間環境学科 38 35 92.1食物栄養学科 92 92 100経営情報学科 44 44 100計 437 418 95.7

2.3�　調査法・調査実施方法
　質問紙調査による集合調査法で実施した。

2.4�調査の実施期間

　平成15年7月20日～7月31日

2.5�　調査数及び回収結果・回収率（表1）
　対象数は本学短期大学部学生437名(児童教育

学科263名、人間環境学科38名、食物栄養学科

92名、経営情報学科44名）回収数は418部（児

童教育学科名247名、人間環境学科35名、食物

栄養学科92名、経営情報学科44名）回収率は

95.7％（児童教育学科93.9％、人間環境学科

92.1％、食物栄養学科100％、経営情報学科100

％）であった。

2.6　分析方法
　統計分析は、SpssVer6.1J�for�Mac日本語版を

用い、単純集計、クロス集計、分散分析を行っ

た。

図1-1　４ヶ月間の運動・スポーツの実施状況
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3.　結果
3.1.1　４月から現在（同年７月）までの運動・スポーツ実施状況（図1-1）
　４月から現在（同年７月）までの運動・スポーツ

実施状況は、「週に３日以上」23.2%と「週１日以

上」33.7%の併せて56.9%である。運動・スポーツ

を規則的に実施しなかった者は、「月に１～２回程

度」16.6%、「年に数回程度」16.1%、「全く行わな

かった」10.5%の併せて43.1%である。

このことから「週に１日以上スポーツを行った者」

を「実施群」とし、「月に１～２回以下の者」を

「非実施群」とした。

※この分別は、杉原ら（1995）12)が用いた基準で

行った。

表1　アンケート回収結果

図1-2　運動・スポーツの非実施の理由

3.1.2　運動・スポーツを実施しなかった理由（図1-2）
　次に、４月から現在（同年７月）までに運動・ス

ポーツを定期的に（週1回以上）実施しなかった「理

由」について聞いてみると、「したいと思っていた

ができなかった」とするものが65.6%、「したいと

思わなかった」が34.4%となった。このことから

「したいと思っていたができなかった者」を「潜在

群」とし、「したいと思わなかった者」を「拒否

群」とした。

※この分別は、杉原ら（1995）12)が用いた基準で

行った。

したいと思っていたができなかった
したいと思わなかった

65.6%
34.4%潜在群

拒否群

（以下短期大学部学生）に対して、まず運動・ス

ポーツ実施の実態を把握すること、そして運動・

スポーツを継続して実施している者と、そうでな

い者の「効力予期形成の中核となる運動・スポー

ツに対する有能感」と「運動・スポーツにおける

結果予期」について調査することを目的とし、以

下２つの仮説を立て、その検証を試みた。

1.1　身体・運動に関する有能感は、運動・ス

ポーツの実施状況に影響を及ぼす。

1.2　運動・スポーツの結果予期（有効性の予

測）は、運動・スポーツの実施状況に影響を及ぼ

す。

2.　方法
2.1�　調査対象
　東海大学短期大学部静岡校舎学生437名。

2.2　調査内容
　「㈶健康体力づくり事業財団　運動スポーツ

の阻害要因に関する研究報告書」（1995）で杉

原ら12)が用いた質問紙を参考にして作成した。
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図2-1　有能感「年齢のわりに体力があるほうだ」

運動非実施群
運動実施群
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図2-2　有能感「運動やスポーツは好きなほうだ」

図2-3　有能感「健康には自信があるほうだ」
(P<.05)
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3.2　運動・スポーツ実施群と非実施群の比較
3.2.1　有能感について（図2-1～図2-6）
　本調査では、運動・スポーツ参加に関係すると

思われる身体・運動的な有能感に関する６項目を

設定し調査した。結果は図2-1～図2-6に示した。

取り上げた6項目のうち５項目について、回答分布

に5％レベル以下で統計的に有位な差がみられた。

　0.1%レベルで統計的に有意な差が見られたの

は、「運動やスポーツは好きなほうだ」(図2-2)

の項目であった。非常にそう思うと回答した者

は、実施群では40.8%であるのに対して非実施群で

は、22.4%で約半分であった。逆に全くそう思わな

いと回答した者は実施群で6.7%であるのに対して

非実施群では20%と約2倍強であった。

　1%レベルで統計的に有意な差が見られたのは、

「年齢のわりに体力があるほうだ」「運動やス

ポーツに自信があるほうだ」の2項目であった。

「年齢のわりに体力があるほうだ」(図2-1)という

項目で非常にそう思うと回答した者は、実施群で

(P<.001)
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図2-4　有能感「運動やスポーツに自信があるほうだ」
(P<.01)
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図2-5　有能感「運動やスポーツが上手になるのが　　　　　　　　　他人よりも比較的早いほうだ」
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図2-6　有能感「疲れやすいほうだ」
(N.S.)

(P<.01)

4.5%であるのに対して非実施群では、0.6%であった。

逆に全くそう思わないと回答した者は実施群で42.6%

に対して非実施群では53.9%と約10%高かった。「運

動やスポーツに自信があるほうだ」(図2-4)の項目で

非常にそう思うと回答した者は、実施群で14.1%であ

るのに対して非実施群では、4.2%と1/3弱であった。

　5%レベルで統計的に有意な差が見られたのは、

「健康には自信があるほうだ」「運動やスポーツが上

手になるのが他人よりも比較的早いほうだ」の2項目

だった。「健康には自信があるほうだ」(図2-3)の項

目で非常にそう思うと回答した者は、実施群で21.1%

であるのに対して非実施群では、10.4%と約半数で

あった。「運動やスポーツが上手になるのが他人より

も比較的早いほうだ」(図2-5)の項目で非常にそう思

うと回答した者は、実施群で9.9%に対して非実施群で

は、2.4%と1/4弱であった。「疲れやすいほうだ」(図

2-6)という項目には、両群の回答分布に統計的に有意

な差が認められなかった。
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3.2.2　結果予期について（図3-1～図3-13）
　運動・スポーツ非実施者は実施者に比べてネガ

ティブな結果予期を持つことが予想される。そこ

で、本調査では、一般的にスポーツを行う人々が

期待すると考えられる13項目について結果予期

を比較した。

　結果は図に示した通りである。13項目のうち5

項目の回答分布に5%レベル以下で統計学的に有

位な差が見られ、非実施群は実施群よりポジティ

ブな項目(図3-1～図3-10)で結果予期が低く、ネ

ガティブな項目(図3-11～図3-13)で高いことが明

らかになった。質問項目ごと見てみると、0.1%

レベルで統計的に有意な差が見られたのは、

「仲間ができる」(図3-10)というポジティブな

項目で、非常にそう思うと回答したのは、実施

群で52.5%に対して非実施群では35.2%と約17%

の差があり、全くそう思わないと回答した者は実施

群で3.1%に対して非実施群では6.7%と約2倍高かっ

た。

　1%レベルで統計的に有意な差が見られたのは、

「日常生活の中に疲れを残す」(図3-11)の項目

で、全くそう思わないと回答したのは、実施群で

24.7%、非実施群では17.1%であった。

　5%レベルで統計的に有意な差が見られたのは、

「ストレスの発散ができる」「忙しくなる」「恥

をかくことになる」(P<.05)の3項目であった。

「ストレスの発散ができる」(図3-6)の項目で、全

くそう思わないと回答したのは、実施群で1.8%、

非実施群では5.4%であった。「忙しくなる」(図3-

12)の項目では、全くそう思わないと回答したの

は、実施群で15.7%、非実施群では10.3%であった。

「恥をかくことになる」(図3-13)の項目では、全

くそう思わないと回答したのは、実施群で80.3%で

あるのに対して非実施群では70.3%と10%低かっ

た。

「健康になれる」(図3-1)「体力が向上する」(図

3-2)「スタイルがよくなる」(図3-3)「若々しくな

る」「運動やスポーツが上手になれる」(図3-5)

「生活が充実してくる」(図3-7)「まわりの人に自

慢できるものが増える」(図3-8)「自分に自信がで

きる」(図3-9)の8項目は統計的に有意な差が認め

られなかった。図3-1　結果予期「健康になれる」

図3-2　結果予期「体力が向上する」
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図3-3　結果予期「スタイルがよくなる」
(N.S.)
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図3-4　結果予期「若々しくなる」
(N.S.)
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図3-5　結果予期「運動やスポーツが上手になれる」
(N.S.)
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図3-7　結果予期「生活が充実してくる」

図3-8　結果予期「まわりの人に自慢できるものが増える」

図3-9　結果予期「自分に自信ができる」
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図3-10　結果予期「仲間ができる」

図3-11　結果予期「日常生活の中に疲れを残す」
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図3-12　結果予期「忙しくなる」

図3-13　結果予期「恥をかくことになる」

運動非実施群
運動実施群

0 50 100 （％）

13 17 54.3 15.7
15.2 27.3 47.3 10.3

非常にそう思う かなりそう思う 少しそう思う 全くそう思わない

(P<.05)

運動非実施群
運動実施群

0 50 100 （％）

1.30.917.5 80.3
2.45.5 21.8 70.3

非常にそう思う かなりそう思う 少しそう思う 全くそう思わない

(P<.05)

(N.S.)

運動非実施群
運動実施群

0 50 100 （％）

52 33.6 12.61.8
46.4 34.3 13.95.4

非常にそう思う かなりそう思う 少しそう思う 全くそう思わない

図3-6　結果予期「ストレスの発散ができる」
(P<.05)
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経営情報学科 �児童教育学科 食物栄養学科 人間環境学科実施 MEAN 12.926 14.615 12.709 13.2S.D 3.772 3.826 3.287 3.694非実施 MEAN 12.688 12.15 12.515 8.615S.D 3.535 3.786 3.392 3.124主効果 F=14.238 P<.001 実施＞非実施F=4.569 P<.01 児童教育＞経営情報＞食物栄養＞人間環境交互作用 F=4.035 P<.01
学科
実施・非実施学科実施・非実施×学科

　学科別に有能感を比較したものを図4-1、表2-1に

示した。図4-1から明らかなように、すべての学科

で実施者の方が非実施者より有能感が高い。実施・

非実施×学科の２要因の分散分析をおこなった。そ

の結果、実施・非実施の主効果が0.1%レベルで、学

科の主効果と実施・非実施×学科の交互作用が1%レ

ベルで有意差が見られた。

　結果予期については、図4-2、表2-2に示した。図

4-2から明らかなように、経営情報学科以外の学科

で実施者の方が非実施者よりも評定点は高いが、ど

の学科も平均値に大きな差はなく、実施・非実施×

学科の２要因の分散分析の結果を見ても、実施・非

実施と学科の主効果及び、実施・非実施×学科の交

互作用にも有意な差が見られなかった。

3.2.3　実施者と非実施者の学科別に見た比較
（図4-1・図4-2）（表2-1・表2-2）

　前節では、学科ごと対象者を分けず、全体とし

ての実施者と非実施者を比較してきた。しかし、

有能感や結果予期は学科ごと異なることが考えら

れる。そこで、学科別に実施者と非実施者を比較

した。

　ここでは、前節のように１つ１つの項目ではな

く、全体としての有能感と結果予期の傾向を見る

ために、「非常にそう思う」から「まったく思わ

ない」に4～1の評定点を与え、全項目の評定点を

加算して個人の合計得点を算出した。そして各学

科ごとに平均得点を比較した。このとき、得点が

高くなれば有能感と結果予期が高くなるように得

点を与えている。

�人間環境学科食物栄養学科児童教育学科経営情報学科

0 5 10 15 20
平均得点

実施群非実施群 人間環境学科食物栄養学科児童教育学科経営情報学科

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60
平均得点

実施群非実施群

経営情報学科 �児童教育学科 食物栄養学科 人間環境学科実施 MEAN 39.111 39.516 39.545 37.8S.D 5.43 5.736 6.233 6.161非実施 MEAN 39.312 36.065 38.879 36.846S.D 6.194 8.332 6.239 6.731主効果 F=1.806 N.S.F=1.396 N.S.交互作用 F=1.55 N.S.実施・非実施×学科
学科
実施・非実施学科

3.3　運動・スポーツ拒否群と潜在群の比較　　
　運動・スポーツをやっていない人を非実施者と

して一塊りにして考えるのではなく、運動・ス

ポーツ参加をどの程度拒否しているかによって分

けて考えることが重要であると思われる。このよ

うな視点として、まずできればやってみたいと参

加に積極的な人と、運動・スポーツはやりたくな

いと参加に強く抵抗感を持ち拒否している人を区別

する必要がある。

　本研究では、運動・スポーツ非実施者（月に1～2

回以下）を、「したいと思っていたができなかっ

た」という参加に積極的な潜在群と、「したいと思

わなかった」という参加に抵抗感を持つと思われる

拒否群に分けて比較した。

図4-1　学科別　有能感の比較 図4-2　学科別　結果予期の比較表2-1　有能感の実施別・学科別の平均得点と分散分析の結果
表2-2　結果予期の実施別・学科別の平均得点と分散分析の結果
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3.3.1　有能感について（図5-1～図5-7・表3）
　全6項目のうち5項目について、運動・スポーツ

潜在群と拒否群の回答分布に5%レベル以下で統計

的に有意な差が見られた。

　0.1%レベルで統計的に有意な差が見られたの

は「運動やスポーツは好きなほうだ」「運動や

スポーツに自信があるほうだ」「運動やスポーツ

が上手になるのが他人よりも比較的早いほうだ」

の3項目であった。

　「運動やスポーツは好きなほうだ」(図5-2）

という項目で、非常にそう思うと回答した者は、

潜在群では29.6%であるのに対して、拒否群では

6.7%にすぎない。逆に、全くそう思わないと回答

した者は、潜在群は5.2%にすぎないのに対して拒

否群は50%と全体の半数を占めている。

　「運動やスポーツに自信があるほうだ」(図5-

4）という項目で非常にそう思うと回答した者

は、潜在群では7%であるのに対して、拒否群は一

人もいなかった。全くそう思わないと回答した者

は、潜在群は28.7%にすぎないのに対して拒否群

は65%と全体の半数以上を占めている。

　「運動やスポーツが上手になるのが他人よりも

比較的早いほうだ」(図5-5）という項目で非常にそ

う思うと回答した者は、潜在群では4.4%であるのに

対して、「健康には自信があるほうだ」の項目と同様

に拒否群は一人もいなかった。全くそう思わないと回

答した者は、潜在群は39.5%にすぎないのに対して拒

否群は75%と全体の約8割を占めている。

　1%レベルで統計的に有意な差が見られたのは、

「年齢のわりに体力があるほうだ」の項目であっ

た。非常にそう思うと回答した者は、潜在群は1.7%

に対して、拒否群は一人もいなかった。全くそう思わ

ないと回答した者は、潜在群は47%にすぎないのに対

して拒否群は73.3%と全体の約割を占めている。

　5%レベルで統計的に有意な差が見られたのは、

「健康には自信があるほうだ」の項目であった。非

常にそう思うと回答した者は、潜在群は11.4%、拒否

群は10%とほぼ同様の回答率であった。しかし、全く

そう思わないと回答した者は、潜在群は16.7%にすぎ

ないのに対して拒否群は46.7%と全体の約半数を占め

ている。

　「疲れやすいほうだ」(図5-6）という項目には、

両群の回答分布に統計的に有意な差が認められな

かった。
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運動潜在群
運動拒否群

0 50 100 （％）

5 20 75
4.4 16.7 39.5 39.5

非常にそう思う かなりそう思う 少しそう思う 全くそう思わない

運動潜在群
運動拒否群
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28.3 18.3 40 13.3
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図5-1　有能感「年齢のわりに体力があるほうだ」

図5-2　有能感「運動やスポーツは好きなほうだ」

図5-3　有能感「健康には自信があるほうだ」

図5-4　有能感「運動やスポーツに自信があるほうだ」

図5-5　有能感「運動やスポーツが上手になるのが　　　　　　　　　他人よりも比較的早いほうだ」

図5-6　有能感「疲れやすいほうだ」

(P<.001)

(P<.001)

(P<.001)

(P<.05)

(P<.01)

(N.S.)
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実施群 潜在群 拒否群MEAN 13.77 12.87 10.23SD 3.71 3.82 3.20N 223 118 61主効果 F=22.38　 P<.001多重比較 実施群＞潜在群���������P<.05潜在群＞拒否群����　P<.001実施群＞拒否群　����P<.001
潜在群では53%に対して、拒否群は26.2%と約半数強

だった。全くそう思わないと回答した者は、潜在群

は一人もいなかったのに対して運動拒否群は13.1%で

あった。

　1%レベルで統計的に有意な差が見られたのは、

「生活が充実してくる」(図6-7)「自分に自信がで

きる」(図6-9)「仲間ができる」(図6-10)の3項目

で、すべてポジティブな項目であった。すべての

項目で、非常にそう思うと回答した者は、潜在群は

拒否群よりも約10%強高く、逆に全くそう思わない

と回答した者は、「自分に自信ができる」の項目で

は拒否群は潜在群よりも2倍、「生活が充実してく

る」「仲間ができる」の項目では4倍も存在した。

　5%レベルで統計的に有意な差が見られたのは、

「スタイルがよくなる」(図6-3)「若々しくなる」

(図6-4)「周りの人に自慢できるものが増える」(図

6-8)の3項目で、こちらもすべてポジティブな項目

であった。

�「健康になれる」(図6-1)と「日常生活の中に疲れ

を残す」(図6-11)「忙しくなる」(図6-12)「恥を

かくことになる」(図6-13)のネガティブな3項目で

は、両群の回答分布に統計的に有意な差が認めら

れなかった。

　全体としての有能感の傾向を見るために、「非

常にそう思う」から「まったく思わない」に4～

1の評定点を与え、全項目の評定点を加算して項

目数で割り、１項目当たりの平均得点を算出して

実施群・潜在群・拒否群の比較を行った。このと

き、得点が高くなれば有能感が高くなるように得

点を与えている。その結果を図5-7、表3に示し

た。

3.3.2　結果予期について（図6-1～図6-14・表4）
　全13項目のうち9項目について、運動・スポー

ツ潜在群と運動拒否群の回答分布に5%レベル以

下で統計的に有意な差が見られた。

　潜在群と拒否群の間に、0.1%レベルで統計的

に有意な差が見られたのは、「体力が向上す

る」「運動やスポーツが上手になれる」「スト

レスの発散ができる」の3項目で、すべてポジ

ティブな項目であった。

「体力が向上する」(図6-2)という項目で非常に

そう思うと回答した者は、潜在群では62.6%であ

るのに対して、拒否群は39.3%と約2割下回っ

た。全くそう思わないと回答した者は、潜在群は

0.9%に対して拒否群は1.6%であった。

「運動やスポーツが上手になれる」(図6-5)と

いう項目で非常にそう思うと回答した者は、潜在

群では37.4%に対して、拒否群は21.3%と下回っ

た。全くそう思わないと回答した者は、潜在群は

2.6%に対して拒否群は6.6%と約２倍強の者が回

答していた。「ストレスの発散ができる」(図6-

6)という項目で非常にそう思うと回答した者は、

有能感の評定点は実施群・潜在群・拒否群の順で高く

なっている。分散分析の結果、群の主効果が1%レベルで

有意であり、多重比較の結果、実施群と潜在群

(P<.05)、潜在群と拒否群(P<.001)、実施群と拒否群

(P<.001)のすべての群間に有意な差が認められた。この

ことは、同じ非実施者の中でも潜在群と拒否群には、有

能感に大きな差があることを示している。
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図5-7　実施群・潜在群・拒否群　有能感の比較

表3　実施群・潜在群・拒否群　有能感の評定点と分散分析の結果

図6-1　結果予期「健康になれる」 図6-2　結果予期「体力が向上する」
(N.S.) (P<.001)

実施群 潜在群 拒否群024
6810
1214

合計点 10.212.913.8
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図6-3　結果予期「スタイルがよくなる」

図6-4　結果予期「若々しくなる」

図6-5　結果予期「運動やスポーツが上手になれる」

図6-6　結果予期「ストレスの発散ができる」

図6-7　結果予期「生活が充実してくる」

図6-8　結果予期「まわりの人に自慢できるものが増える」

図6-9　結果予期「自分に自信ができる」

図6-10　結果予期「仲間ができる」

図6-11　結果予期「日常生活の中に疲れを残す」

図6-12　結果予期「忙しくなる」
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　全体としての結果予期の傾向を見るために、

「非常にそう思う」から「まったく思わない」に

4～1の評定点を与え、全項目の評定点を加算し

て項目数で割り、１項目当たりの平均得点を算出

して実施群・潜在群・拒否群の比較を行った。こ

のとき、得点が高くなれば有能感が高くなるよう

に得点を与えている。その結果を図6-14、表4に

示した。

　結果予期の得点は有能感同様、実施群・潜在

群・拒否群の順で高くなっている。分散分析の結

果、群の主効果が0.1%レベルで有意であり、多

重比較の結果、実施群と拒否群(P<.001)、潜在群

と拒否群(P<.05)の群間に有意な差が認められ

た。しかし、実施群と潜在群の群間に有意な差は

認められなかった。このことは、同じ非実施者の

中でも潜在群と拒否群には結果予期に差がみら

れ、実施群と拒否群には、大きな差があることを

示している。

運動潜在群
運動拒否群

0 50 100 （％）

3.34.9 24.6 67.2
2.66.1 19.3 71.9

非常にそう思う かなりそう思う 少しそう思う 全くそう思わない

実施群 潜在群 拒否群0510
152025
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図6-13　結果予期「恥をかくことになる」

図6-14　実施群・潜在群・拒否群　結果予期の比較

(N.S.)

実施群 潜在群 拒否群MEAN 39.31 37.83 35.39SD 5.85 8.35 5.53N 223 118 61主効果 F=8.68　 P<.001多重比較 実施群＞潜在群�������N.S.潜在群＞拒否群�������P<.05実施群＞拒否群　���P<.001

表4　実施群・潜在群・拒否群　　　　　　　　　　結果予期の評定点と分散分析の結果

4.　考察
4.1　運動・スポーツ実施状況
　56.9%の学生が定期的に運動・スポーツを行って

おり、43.1%の学生が定期的実施に至っていないこ

とが明らかになった。そして非実施者（運動・ス

ポーツを定期的に行っていない者）の約７割の学生

が運動・スポーツをしたいという意欲を持ちながら

何らかの理由で現実にはできなかったと答えてい

る。したがって、運動・スポーツを定期的に実施し

なかった学生の多くは、潜在的には「運動・スポー

ツをしたい」とういう意欲をもっていると伺えるこ

とから、条件さえ整えば定期的に運動・スポーツ行

動に至る、行動変容の可能性があることを示唆して

いる。一方、「運動・スポーツをしたいと思わな

い」いわゆる「拒否群」は非実施者全体の約３割い

ることが明らかになった。

4.2　運動・スポーツ実施群と非実施群の比較
4.2.1　有能感について
　全6項目のうち5項目について運動・スポーツ実施群

と非実施群の回答分布に5%レベル以下で統計的に有

意な差が見られた。この結果から非実施者の方が実

施者より体力や健康、運動技能に自信がないと感じ

ており、身体・運動的な有能感が低いことが明らか

になった。

　有能感の評定点（合計得点）においても実施群と

非実施群の間に統計的に有意な差が見られ有能感が

運動・スポーツ実施を左右していると考えられる。

つまり、体力や健康、運動技能に対する自信があれ

ばあるほど運動・スポーツ実施に導かれ、逆になけ

ればないほど、実施しない状態がもたらされること

を示唆している。すなわち、本研究で提起した

「1.1身体・運動に関する有能感は、運動・スポーツ

の実施状況に影響を及ぼす」という仮説は支持された

結果となった。

4.2.2　結果予期について
　運動・スポーツ非実施群と実施群の間には「健康

になれる」「体力が向上する」「スタイルがよくな

る」などの運動・スポーツを行って産出される結果

予期（プロダクト結果予測）よりも、「仲間ができ

る」「ストレスの発散ができる」「恥をかくことに

なる」といった「楽しさ」や「社会的交流」などと

いった運動する過程で得られる結果予期（プロセス

結果予測）に差が見られる傾向がある。

　これらの結果から、短期大学部学生の運動・スポー

ツを実施しない主要な理由の一つは、運動・スポーツ

を実施することで自分にとってよい結果が得られると

考えていないことを示していると解釈できる。しか

し、13項目中8項目で統計的に有意な差は認められな

かった。
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　結果予期の評定点（合計得点）において差は

認められず、結果予期が運動・スポーツ実施を

左右しているとは必ずしもいいきれない。すな

わち、本研究で提起した「1.2運動・スポーツの

結果予期（有効性の予測）は、運動・スポーツの

実施状況に影響を及ぼす」という仮説は1部で支持

されたが、全体的にみると棄却された結果となっ

た。

4.3　運動・スポーツ拒否群と潜在群の比較　
　運動・スポーツ非実施者の中でも、潜在群と拒

否群には運動に対する有能感と結果予期に大きな

差が見られた。有能感では、全6項目のうち5項

目について潜在群と拒否群の回答分布に5%レベ

ル以下で統計的に有意な差が見られ、結果予期で

は、全13項目のうち9項目について潜在群と拒否

群の回答分布に5%レベル以下で統計的に有意な

差が見られた。有能感、結果予期の評定点の合計

得点においても潜在群と拒否群の間には有意な差

が見られた。特に有能感において、実施群と潜

在群、そして拒否群（実施群>潜在群>拒否群）

に統計的に有意な差があったことは、有能感の

高いことが、運動継続者を特徴づける要因と考

えられる。すなわち、運動・スポーツに参加し

たいと思わない人は、結果予期も低いが有能感が

顕著に低く、体力や健康、運動技能に自信がな

いと感じており、身体・運動的な有能感が低い

ことが明らかになった。つまり、運動実施に対

する自信があればあるほど運動・スポーツ実施

に導かれ、逆になければないほど、実施しない

状態がもたらされることを示唆している。

5.　まとめ
　本研究は、短期大学部学生に対して、運動・ス

ポーツ実施の実態を把握し、運動・スポーツを継

続して実施している者と、そうでない者の「効力

予期形成の中核となる運動・スポーツに対する有

能感」と「運動・スポーツにおける結果予期」に

ついて調査することを目的とした。

その結果以下の知見が得られた。

5.1　定期的に運動・スポーツを実施している者

が約6割おり、定期的に運動・スポーツを実施し

ていない非実施者の中で約7割の学生が運動・ス

ポーツをしたいという意欲をもちながら、できて

いない事実が明らかになった。一方、「運動をし

たいと思わない」いわゆる「運動・スポーツ拒否

群」は、非実施群の中に約３割いることが明らか

になった。

5.2　運動・スポーツ非実施者は実施者より、有

能感が低く、結果予期は1部低いものある。特に

引用・参考文献
1)今村修・長谷川聖修・植田恭史・松永尚久・安田

武四郎・工藤智子（1991）「一般体育実技に対する

学生の意識の変容に関する一考察第-Ⅱ報-」東海大

学紀要体育学部、第21号、pp57-6210)大塚隆・光本

健次・田村修治（2003）「必修科目に関する学生の

意識調査」東海大学紀要体育学部、第33号、pp43-

52

2)今村修・長谷川聖修・古谷嘉邦・安田武四郎・松

永尚久・加藤弥生（1985）「一般体育実技に対する

学生の意識の変容に関する一考察」東海大学紀要体

育学部、第15輯、pp37-45

3)大塚隆・光本健次・田村修治（2003）「必修科目

に関する学生の意識調査」東海大学紀要体育学部、

第33号、pp43-52

4)大塚隆・光本健次・田村修治・今村貴幸（2002）

「大学体育で何を学ぶかⅢ　-必修としての意義を問

う-」東海大学教育研究所、研究資料集第10号、

pp183-188

5)大塚隆・光本健次・田村修治・石田松五郎

（1998）「開発工学部体育科目に関する学生の意識

調査」東海大学紀要開発工学部、第8号、pp207-

21619)石川朝子・坪井宏（1996）「本学短期大生の

体育系クラブにおける減少傾向について」東海大学

短期大学部紀要、第30号、pp157-161

6)賀川昌明（1993）「子どもの心理とスポーツのト

レーニング」体育の科学、VOL.43、�No.9、杏林書

院、pp733-7372

7)久保田競（1983）「脳をそだてる」、ほるぷ出版

8)笹川スポーツ財団（2006）「スポーツライフ・

データ2006　-スポーツライフに関する調査報告-」

9)沢口俊之（2002）「痛快、頭をよくする脳科

学」、集英社インターナショナル

有能感に顕著であり、両群を区別する要因となって

いることを示した。以上のことから本学短期大学部

学生は、身体・運動面で自信がなく、「楽しさ」や

「社会的交流」などといった運動する過程で得られ

るよい効果を予測できない人が、運動・スポーツを

定期的に実施していないことが明らかになった。

5.3運動・スポーツ非実施者の中でも、潜在群と拒

否群には運動に対する有能感と結果予期に差があ

り、特に有能感が両群を区別するより大きな要因で

あることを示している。すなわち、運動・スポーツ

に参加したいと思わない人は、結果予期も低いが有

能感が顕著に低く、自分の体力・健康・運動技能に

自信がないと考えていることが明らかになった。

－55－

田中靖久・坪井宏・生方謙・笠井妙美・植村隆志

Administrator
線



10)白石豊（2005）「動作の習熟に求められる

指導と環境」体育の科学、VOL.55、�No.7、杏

林書院、pp502-506

11)白石豊・川本和久・吉田貴史（2003）「ど

の子ものびる運動神経」、かもがわ出版

12)杉原隆・坂井重遠・佐々木義雄・山口泰雄・

中込四郎(1995)「運動・スポーツの阻害要因に

関する研究報告書」、（財）健康・体力づくり

事業財団を中心に-」東海大学紀要体育学部、第

25号、pp97-106

13)竹中晃二(1999)「今、求められる健康スポー

ツの心理学的意義ー運動心理学と身体行動科学

の視点ー」体育学研究、Vol44、pp285-293

14)Csikszentmihalyi,�Mihaly�(2003)�Good

Business:�Leadership,�Flow,�and�the�Making

of�Meaning.�New�York:�Penguin�Books.

15)Csikszentmihalyi,�Mihaly�(1998)�Finding

Flow:�The�Psychology�of�Engagement�With

Everyday�Life.�Basic�Books.�(a�popular

exposition�emphasizing�technique)

16)Csikszentmihalyi,�Mihaly�(1996)

Creativity:�Flow�and�the�Psychology�of

Discovery�and�Invention.�New�York:�Harper

Perennial.

17)Csikszentmihalyi,�Mihaly�(1990)�Flow:�The

Psychology�of�Optimal�Experience.�New

York:�Harper�and�Row.

18)丹羽劭昭・村松洋子（1979）「女子学生の

スポーツ参加の動機に関する因子分析的研究」

体育学研究、第24巻、第1号、pp25-28

19)丹羽劭昭・村松洋子（1978）「女子学生の

スポーツ参加を規定する要因の検討」体育学研

究、第23巻、第2号、109-120

20)Bandura,A(1997):Self-efficacy:The�exer-

cise�of�control,W.H.Freeman.

21)Bandura,A(1995):Self-efficacy:Toward

aunifying�theory�of�behaviorl�change.

Psycholgical�Review,84,pp191-215.

22)深谷昌志（1993）「子どもの文化とスポー

ツ」体育の科学、VOL.43、�No.9、杏林書院、

pp674-677

23)松永尚久・植田恭史・内山秀一・大北文生・

西野仁・水田嘉美・山村義孝・知念嘉史

（1995）「体育科目に関する学生の意識調査

　-その２-スポーツ理論実習Ⅱ（選択）の比較

24)松永尚久・植田恭史・内山秀一・大北文生・小

村渡岐麿・金木悟・西野仁・水田嘉美・山村義孝・

知念嘉史（1994）「体育科目に関する学生の意識

調査　-旧カリキュラムの一般体育実技と新カリ

キュラムのスポーツのスポーツ及びフィットネス理

論実習の比較-」東海大学紀要体育学部、第24号、

pp43-53

25)松本秀夫・坪井宏・石川朝子・田中靖久・渋谷

聡・村山勝・中見隆男（2001）「女子短期大学生

のスポーツ参加に関する研究」東海大学紀要海洋学

部（一般教養）、第27号、pp49-58

26)松本秀夫・渋谷聡・田中靖久・大塚真由美

（1999）「学生のスポーツ参加に関する研究」東

海大学紀要海洋学部（一般教養）、第25号、pp45-

56

27)丸山富雄・梶原敏夫（1990）「幼児・児童の運

動教育」、不昧堂出版

28)森司朗（2003）「幼少期における運動の好き嫌

い」体育の科学、VOL.53、�No.12、杏林書院、

pp910-914

29)矢部京之助（1993）「神経の発達とスポーツの

トレーニング」体育の科学、VOL.43、�No.9、杏

林書院、pp683-686

30)吉田伊津美（2005）「動作の理解、指導内容の

理解」体育の科学、VOL.55、�No.7、杏林書院、

pp507-511

－56－

大学短期大学部学生の運動・スポーツ参加に関する研究

Administrator
線


	表紙1
	表紙2
	00-2 目次
	01-14p グローバリズムとハイエク、ラスキ、マクファースン
	15-25p 中華人民共和国の人口制限政策の経済効果
	26
	27-34p Teaching and Learning
	35-43p 農山村地域
	44
	45-56p 短期大学生の運動
	57-63p 可変モーメントアームをもつ振り子モデルによる鉄棒運動の解析
	64
	65-76p （岩下）
	77-88p 日本人中国語学習者
	表紙3
	白


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




